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概要概要概要概要 

TRIAM-1M のののの電流駆動実験に関連して JT-60で観測された電流駆動実験の電流分布

と新しい電流駆動の理論に基づいて計算した電流分分布ついての考察をまとめた。 

 

TRIAM-1Mの高効率電流駆動プラズマとの高効率電流駆動プラズマとの高効率電流駆動プラズマとの高効率電流駆動プラズマと JT-60の電流分布の電流分布の電流分布の電流分布 

 低域混成波電流駆動 (Lower Hybrid 

Current Drive, LHCD)は多くの電流駆動の

なかでも最も高い駆動効率を達成してい

る。TRIAM-1M では、オーミック電場の

ない完全非誘導電流プラズマで駆動効率

が自発的に改善する現象が見つかってい

るし（Enhanced Current Drive, ECD）、か

なり大きなイオン温度の上昇が観測され

ている（Hot Ion Temperature, HIT）。）。）。）。   LH

波による通常の電流駆動では電流分布が

どのようになるかは非常に重大な問題で

ある。JT-60 では、4 x 8 導波管ランチャ

ー（マルチジャンクション）を用いて 2 

GHz の LHCD 実験を行っており，４チャ

ンネルのハード X 線装置を用いて、電流

分布のを測定している。この時の LH パ

ワーは２MW で、トムソン散乱で測定し

た電子温度は 2 keV 程度である。中心の

トロイダル磁場BT = 4 T, LHCD周波数 f = 

2 GHz、大バーター配位で 1 MA の電流が

LHCD で流れている。ア—ベル変換されたハード X 線強度の空間分布が入射 LH の平

行方向屈折率 N//をパラメーターにして図１に示されている。これに依ると、N//が比

較的大きな時は電流分布は周辺に局在化してているが、これが小さくなると中心まで

浸透して中心ピーキングの電流分布になっている 1)。 TRIAM-1M ではの ECD でも

HIT でも電流分布は測定されていないようである。 

図 1 JT-60 の LHCD 実験に於ける電流分布の N//依存 
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新しい理論に基づく電流駆動分布の計算新しい理論に基づく電流駆動分布の計算新しい理論に基づく電流駆動分布の計算新しい理論に基づく電流駆動分布の計算 

   よく知られているように電流密度は j = −e vf (v)dv
−∞

∞

∫ で与えられるからこの式

から求めた 

          j =
ekω pE0

2

8mν ei
{
df (v)

dv v=ω / k

+ 3
f (v)

v v=ω / k

}         (１) 

という電流駆動の式を計算する 2),3)。RF のスペクトルは次のようなガウシアンモデル

で近似する。 

      Prf (r,nzc ,hz ) =
Prf 0

hzπ
exp(−

(nz − nzc )
2

hz
nza

∞

∫ )dnz exp(−2 kedr )a

r

∫  （２） 

ここに、keは波の減衰率、Prf0はランチャで発射される RF パワーで、nzaはアクセス

できる RF スペクトルの下限値である。従って実験の N//は nzcに対応する。それぞれ

の分布は密度と温度分布は ne=ne0(1-(r/a)
2
)
2
 + nb, nb=10

-2
ne0, Te=Te0(1-(r/a)

2
)
2、トロイダ

ル 磁 場 は

Bt=Bt0R/(R+r) で 近

似している。計算

の１例を図２に示

す。図２の計算は 

ne0= 4 x10
12
 cm

-3
,  

f=2 GHz, Bt0= 4.0 

T(図１の BT), Te0= 

5 keV, の場合であ

る。実験で観測さ

れているように、

比較的に大きな nzc

の場合は電流分布

は中空になり、小さな nzcの場合は中心ピーキングになっている 4)。 
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図 2 JT-60 のパラメーターで計算した電流分布  




























































































